
―4―

■研究の背景
　日本海海域の漁業生産量および生産額を底上げする新たな漁業振興策の推進が求められていま
す。道総研では、利用が少ない漁港静穏域を活用した新たな養殖事業を創生するため、養殖に適
した漁港内環境を解明するとともに、漁港静穏域におけるアサリ等の二枚貝養殖技術を開発し、
漁業者にとって魅力ある養殖事業化プランを提案することを目的として総合的な取り組みを行い
ました。当場は、高齢者や女性にもやさしい作業環境実現のため、アサリ垂下養殖の軽労力化に
関する技術開発を行いました。

■研究の要点
１．アサリ垂下養殖工程の作業内容調査による負担軽減や作業効率化に向けた項目の抽出
２．垂下養殖に用いる資材の改善検討
３．作業者の負担軽減を可能とする筏の構造設計・製作
４．実証試験による効果の検証

■研究の成果
１．アサリ垂下養殖においては養殖カゴ吊り下げ時のロープ締結と引き上げ時のロープ解除に時

間がかかり、かつ身体的負荷が大きい（長時間腰をかがめた姿勢）ことがわかりました。
２．ロープの締結と解除を補助する資材として「Cカン」と呼ばれる金具を選定し、実際の作業

に適用した試験を行ったところ、従来の方法と比較して吊り下げで1/10程度、引き上げで1/6
程度の時間で済み、大幅な作業時間の短縮が可能なことを確認しました。

３．海上に設置した筏上での作業は、腰をかがめた姿勢に起因する身体的な負担の発生が避けら
れないことから、筏を小型化しユニッククレーンで吊り上げ可能として、養殖カゴのメンテナ
ンス等を陸上で行う方式を検討し、新たに筏の設計・製作を行いました。

４．製作した筏を使用した実証試験を行ったところ、一連の作業を支障なく実施可能であり、か
つ身体的負担の軽減が可能なことを確認しました。
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